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 代表 井上美喜 

 

新子育て安心プランについて 

 

日頃より西東京市の保育環境の整備に尽力頂き心より御礼申し上げます。また、子育て支援部

並びに保育課の皆さまには新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に日々大変な状況である

と存じます。この場を借りて感謝申し上げます。 

 

さて、令和２年１２月２１日に厚生労働省より発表された「新子育て安心プラン」に関し、保育園を

利用している保護者としてこの政策に下記の通り意見申し上げます。 

 

1. 待機児童解消対策や女性の働き方に寄り添った結果、「パート職員でも保育園でのクラス担

任を受け持つことができる」ことには繋がらないと考えます。保育園でクラス担任を持つということ

は日々の保育に加え、保育日誌、会議、その他必要な記録を担うことになり、一般的に考えて、正

規職員より賃金が低いパート職員がこれら全てを行うことは必ずしも本人が希望する労働条件に

合致するとは限らないと考えます。 

 

2. そのうえで、本人が希望する労働条件下でこれらを担っても良い、とするのであれば、例えば

平日のみ９時～１４時までの労働を希望している職員が担任になった場合、多くの保護者が送迎

時に会うのは担任以外の職員であり、また、上記１で触れました保育に必要な記録をこの時間内

に保育を行いつつ実施するのは難しいことであると考え、保育に支障が出ると不安を感じます。 

 

3. この政策は安い賃金で運営に必要な職員を雇用できる事にも繋がることから保育の質の低下

に繋がる心配があると考えます。１つ誤解が無きよう申し添えますと、パート職員の質が悪いとい

うことではなく、保育資格を有する方をはじめ、さまざまな素晴らしい職員の方がいらっしゃること

は承知しておりますが、労働対価に見合わない業務をすることは雇用の継続性が不安定という観

点からの質の低下を心配しております。 

 

4. これらを踏まえ、西東京市内で待機児童解消対策としてこの新子育てプランを導入されること

がなきよう、求めます。 

 

 最後に、そもそもなぜ正規職員ではなくパート職員で働くことを選択する保育士が居るのかとい

う根本的な問題を解決する方法（職員の配置数の増加、公定価格の増額、職員の待遇改善、労

働環境・業務内容の見直し）を行うことが最優先に進めるべき政策であるとほれんきょうでは考え

ております。 
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